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第21回 北方民族文化 シンポジウム報 告

新たな多民族社会展示のこころみ一国立博物館 における移民展示の意味

　　庄司博史

国立民族学博物館

   A step forward to multiethnic exhibition: 

Presenting immigrants at a NATIONAL museum

      Hiroshi  SHOJI 

National Museum of Ethnology

      In the spring 2004 the National Museum of Ethnology in Osaka organized under 
my supervision a special exhibition "Multiethnic Japan: Life and History of 
Immigrants" . Almost  37,000 people visited the exhibition during the seventy days of 
display, including school children and immigrants from different countries 

      According to the Immigration Bureau of Japan, the total number of foreigners in 
the aliens' registers of the local governments exceeded two millions at the end of 2005. 
This corresponds to 1.57% of the population of  Japan. In spite of the undeniable 

presence of the Japanese indigenous Ainus, and "old-time" immigrants such as 
Koreans and Chinese, whose oldest roots in Japan may be traced back to the beginning 
of the 20th century or farther, Japan has for long fostered the idea of a mono-ethnic 
nation as its self-image. This is said to have even been reinforced since World War II. 

      It was not until the late 80s that a seemingly "sudden" influx of foreigners 
made the majority people notice that they do not live in a society of only "Japanese"  . 
In an increasing rate people have begun to confront visible and invisible foreigners with 
different immigration statuses such as Indochina refugees, "Japanese returnees" from 
South America and China, students, so-called "trainees" and other immigrant 
workers, in situations where foreigners were least supposed to be seen some time ago. 
During the past decade, however, thanks to the efforts of both foreigners and majority 
activists, Japan has made remarkable progress in some foreigner related affairs, 

 notwithstanding remaining and sometimes even increased prejudice and discrimination 
against  them. 

      The special exhibition had two major aims. The first was to inform the people 
of the present multiethnic situation of  Japan. The second aim was to spread a positive 
attitude toward the further and inevitable multi-ethnicization of Japan by bringing people 
to understand the historical phases of Japan's multi-ethnicization and the formation of 
its mono-ethnic  ideology. To accomplish these two  aims, it seemed most favorable to 
make a special exhibition focusing on immigrants at the beginning of the new 
millennium, particularly when the most people still can recall the drastic change of 
Japan during the past ten years or  so. 

      The idea of a special exhibition on foreigners, non-native peoples of a state 
—perhaps the first of the kind in Japan— had, however, to overcome different barriers, 

both conceptual and technical, before its realization at a NATIONAL  museum. Even  the. 
Ainus, the sole recognized national minority in Japan, was for the first time represented 
as an equal cultural group with the Japanese at the National Museum of Ethnology in 
1979. This paper presents the principal technical methods applied experimentally for 
collecting and displaying immigrants' historical and substantial artifacts and discusses 
the nature and meaning of the special exhibition, particularly in its relation to the 
development of presenting "inner others" at a NATIONAL  museum.

キーワード:外 国人　移民　多民族展示 文化相対主義　文化本質主義

Key Words: Foreigner, Immigrant, Multi-ethnic exhibition, Cultural relativism, Cultural 

          essentialism
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庄司　新たな多民族社会展示のこころみ

1　 は じめに

　 国立民族学博物館(大 阪府吹 田市/以 下「民博」)では

2004年 春、特別展 「多みんぞ くニホンー在日外国人のく

らし」を開催した。在 日外国人 に焦点をしぼった、おそ

らく日本でははじめての本格的な展示であった。民族や

文化を展示する民族学(民 俗学)博 物館が、土着ではな

い、特に最近の移民を対象 として展示することは 日本 に

かぎらず世界的にみても一般的ではない。本稿ではいか

なる理由で今回多民族展示を立案し、いかに実行したか

について提示 し、世界の動向とのかかわ りにおいて、多

民族社会 にお ける博物館 の使命について考察 してみた

い。

校、近隣居住地など様 々な分野で、その存在感を強めて

きてお り、一般の人にとっても日常的な接触はけっして

珍 しくなくなった。多 くの 日本人が外国人をみて、 「カ

イジン」とゆび さし、子 どもたちがあ とをついてまわっ

たのは、わずか30年 前に過ぎない。それだけではない。

外国人の定着にともない、 日本社会もかれ らの存在をみ

とめ、行政においても外国人へのサービスの開始、外匡

人への差別的法制度の段階的改善にむかっている。 とは

いえ、単一民族 ・単一言語社会であることを理想 とし、

またそ うあることを自認 してきた多 くの人び とにとっ

て、外国人 と社会を共有することに対 しては依然として

抵抗が強い。これが外国人差別やかれ らへの偏見 として

現れ ることは珍しくない。

2　 日本の多民族化と展示の構想

　現在 日本の外国人は正規に登録 されているだけですで

に200万 人をこえた。人口の1.57%に あたる。外国人は

明治維新より第二次大戦お よびその後の混乱期にかけて

来 日した人びとやその子孫(オ ール ドカマー)お よび主

に1980年 代以降、 日本の経済の高度成長を契機iに飛躍的

に増加 した外国人(ニ ューカマー)に 大別できる。前者

は日本の朝鮮半島植民地支配 の中で移住 したコリアンや

幕末の日本の開国以来、横浜や神戸な ど外国人居留地を

中心に生活圏を拡大してきた中国出身者が大部分をしめ

る。一方後者には、1970年 代末 に始 まるイン ドシナ難

民、中国帰国者、1980年 代後半以降の南米からの日系人

労働者のほか、アジア各地からの留学 ・就学生、エンタ

テイナー、研修生、さらに日本人と結婚 したひ とな ど、

さまざまな資格で来日した人が含まれる。現在、外国人

登録者を出身国別 にみた場合、最大のグループはコリア

ン(在 日韓国 ・朝鮮人)約60万 人、その後に、中国人52

万人、ブラジル人30万 人、フィリピン人19万 人と続 く。

外国人登録者総数・我が国の総人ロの推移

〈特別展示棟正面入口〉

　今回の展示の目的は在 日外国人のくらしの現状をつた

えること、さらに外国人の増加が将来にむ けさらに日本

社会を変化させる大きな可能性を含んでいることを提示

することにより、共生の道の模索を うながすことにあっ

た。その意味で特別展示は主張する展示であったといえ

る。

3　 日本は多民族社会か

〈年度別外国人登録数と総人口比　2006年 入管統計 〉

　このように80年 代後半か ら急増した外国人は、現在 日

本社会 において、街頭、交通機関のみではなく職場、学

　 とはいえ、公立の、客観的正当性が重視される国立博

物館 において、在住外国人を展示するとい うことは、理

論的、方法論的に乗 り越 えるべ きい くつかの課題 をふ く

んでいた。

　まず日本が実際に多民族社会といえるか どうかという

問題があった。近年のニューカマーの急増以前 にも、 日

本 には先住民族 としてアイヌが居住 し、また100年 来の

中国人、コ リアンなどオール ドカマーも存在 し、理論上

は多民族 国家であった。 しかし、特 に第二次世界大戦

後、強化されてきた単一民族意識の中で、かれらの存在

はほ とんど省み られることがなかったことは周知の事実

である・事実、増加 したとはいえ、現在で さえ、外国人
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の割合は、人口の2%に みたない小 さなもので、外国籍

住民だけで、人口の1割 以上 とい う欧米の国家 に比 して

決して大 きな値ではない。 とはい え、絶対数か らみた場

合、 ヨーロッパの小国の人口にもあた る200万 人の外国

人総数、さらにこれが地域的な集住傾向をもち、 ところ

によっては住民の5%前 後をしめる状況にあって、もは

やよほど勘の鈍いものでも外国人の増加 とかれ らがもた

らした変化に気づかないことはないはずである。 日本が

すでに 「日本人」のみによ り構成 され、運営 されている

のではない とい う事実の認識が、土着の先住民であるア

イヌの存在にもかかわ らず、そ して戦時下では200万 近

い とさえいわれたコリアンの存在でもってさえ、揺るぐ

ことのなかった単一民族幻想にあたえた影響は大きなも

のがある。

　 とはいえ、全体 としてみた場合一般の人びとにとって

は、おそ らくその内省の契.ニ.,.さえ日常生活のなかでかき

消 されがちである。この 日本の多民族化にむ けての確実

で、大きな変化を実感す るには、多 くの 日本人に とっ

て、十年あま りまえ、つまり外国人の急増以前の記憶が

まだ鮮明な今 こそ、この問題 をとりあげる好機であると

おもえたのである。

　次に展示の手法 として重視 したのは、でき うる限り外

国人個人の体験、思いを現物の資料をもってあらわすと

い うことであった。抽象的な民族共生の必要性、移民の

経験してきた苦労は書物などでもすでに語 られてきてい

る。しかし来館者ひとりひ とりに自分 と同じ目の高 さで

それ らに共感し、理解 をうながすには、かれらの使った

もの、人生の軌跡をしるす写真や証明書を見、触れるの

に勝る事はない。 こうして所有者の了解をとって、文書

や写真もできるだけそのままのかたちで展示することに

なった。

〈外国人の子 どものメッセージを紹介す るコーナー〉

〈日本の多民族化と移民政策をしめす年表〉

　もうひとつの方針は、在 日外国人の視点に立った展示

を実現することであった。外国人の日本での生活は差別

や貧困、苦労などしばしばネガティヴな文脈で語 られ

る。しかしこれが逆 に外国人の暗 く受動的なイメージを

つ くりだしていることも事実である。展示では、かれ ら

の 日本での生きがい、楽 しみ、仲間との交流など積極的

な側面もすすんでとりいれた。生活の舞台が日本社会に

あり、同じ住民 として くらしているのを示すことで、来

館者 には共感をもって展示に接 してもらうことをねらっ

た。

4　 技術的な問題

　今回の展示 における大きな問題 のひ とつは、おもに80

年代以降の移民のモノにかかわる資料がす くないとい う

ことであった。企画段階では展示の前提 となる資料はま

だ手元 には皆無 の状態で あった。在 日外国人、特 に

ニューカマーについての展示がかつてなかったことにく

わえ、個人が使用 し保存してきたものを展示 しようとし

たため、展示資料はほとんどゼ ロの状態か ら、直接外国

人のものを借用す ることになった。数百点におよぶ展示

品の収集が実現 したのは、 コミュニティに深 くかかわる

活動を続 けてきたプロジェク トメンバーとともに、かれ

らを介 してサポー トしてくれた200近 い外国人 コミュニ

ティメンバーと組織なしにはありえなかった。 〈在日コリアンー世の生活をささえた資料〉
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5　 異民族 と展示

　以上この展示の目的、そ してその手法について概略し

た。しかし、この展示は異民族、異文化を展示してきた

博物館の歴史のなかで ど うい う意味 をもつ のであろ う

か。

　この展示の企画段階、そ して開催 してからも、幾度 と

な く尋ねられた質問がある。なぜアイヌ、琉球(沖 縄)

は除外 されているのか、 とい うことについてであった。

この理由はすでに述べたように、今回の展示では、現在

急増 しつつある外国人に着 目することで、日本の多民族

性を実感し単一民族思考への反省を うながすことにあっ

た1)。考えようによっては、この ような質問は、単一民

族意識が席巻 している と思われてきた 日本でもすでに、

多民族性についての認識が、ここまで普及、浸透 してい

る成果 とみなすこともできよう。しか し、一方で、これ

は、 日本では今まで土着の異民族 ・異文化が展示におい

ては無視、軽視され続けてきたことの証左でもある。お

そ らくこれは 日本のみの現象ではない。ここで、この特

別展示の意義 を考察するうえでも前提 となる、異民族

異文化を扱 ってきた博物館の歴史的経緯を簡単にた どっ

てみたい。

・異民族の展示一文化進化論から相対主義へ

　欧米の博物館の歴史のなかで、大航海時代、植民地時

代 を通 じ、異民族異文化はつね に関心 の対象ではあっ

た。しかし、その扱いには明らかな変遷の見られること

が指摘されている。吉田憲司(吉 田1996)に よれば、当

初、単なる珍 しく奇抜 なものの収集物の展示であったも

のが、やがて博物学的な立場か らヨーロッパ文明に視座

をおきつつ、未開で非文明的な異文化 との距離を確認す

る展示へ とかわる。それはやがて19世 紀末、当時の進化

論的生物学の影響のなかで、西欧を頂点とする人種、民

族、文化の序列化 に向か うことになる。このような観点

に立った西欧中心主義的な展示が、それぞれの民族文化

を独 自の価値観 と体系 をもつ存在 としてみなし、文化の

差異から優劣の評価を排除 しようとする方向に転じたの

は、20世 紀初頭、アメ リカのインディアンの研究を通 じ

て うまれた文化相対主義 とおおきくかかわっている。 こ

の潮流は、今 日にいたるまで、世界の民族文化を優劣を

つ けず展示す る民族学博物館の展示の基本理念 として根

付 くことになった。 この点では民博も例外ではない。

・国家 と異民族文化展示との関係

　 一方で、異文化を展示す る民族学博物館 とそれを事実

上管理運営する国家との関係はどのよ うなものだったろ

うか。かつて民族(学)博 物館の使命は極言すると、国

家の威信を高め、国民意識を発揚することであった。そ

こにおいて提示されるのは、帝国においては、植民地を

ふ くめた帝国領土 と統治する民族の多様性であ り、西欧

文明から遠いエキゾチックな 「未開」民族ほどその目的

にかなったものであった といえる。先に述べたように、

自己中心的な優越感をくす ぐると同時に、広大な帝国の

版図を誇示するものであった。

　一方、20世 紀以降の国民国家において、博物館の提示

する自己文化の多様性は、国民文化の基盤 となる民族文

化の土着性、豊かさであ り、他文化 との境界性を明確 に

するものであった。いいかえれば民族文化の実在性の証

明で もあった。19世 紀末、 ヨーロッパでは、土着文化は

旧来の姿がすでに大き く変わり始めていた農民文化のな

かに模索 され、博物館は「農民固有の風習を、民俗 とそ

の長い歴史が培ってきた独 自の文化のく証拠 〉として仕

立て上げようと」(ホ ーン　1990:286-287)し ていた。

地域文化の名のもとに提示 される文化的多様性は国民文

化の実在を確証させ る手段ではあれ、国民文化主流とは

ことなるマイノリティ文化の存在を誇張 し賛美するもの

ではなかったのである。国家は内なる他者としての、国

民統合に障害となるマイノ リティには冷淡である。国民

統合に障害 となるマイノリティは同化、無視、排除の対

象であった。

　恐らく、この思想は今 日に至るまで新興国家は言 うに

及ばず、各国の国立民族学(民 俗)博 物館の底流には基

本的に存在し続 けてきたと考えられる。

　 日本において国立博物館でアイヌ文化が常設展示のな

かではじめて展示されたのは!979年 国立民族学博物館に

おけるものが最初であった。確かに地方自治体やアイヌ

個人、団体によって運営される博物館は存在 した。 しか

し、先にのべた文化相対主義の観点は、それまで、 日本

の国立博物館では国内の諸民族文化に対して適用されな

かったといえよう。 このような流れが世界的に変わ り始

めたのは、各地で先住民族や地域的な少数民族の運動が

活発化する1960代 以降であった。カナダでも1970年 代、

多文化主義政策が採択されると、先住民族文化を正面か

ら取 りあげる展示が各地で開催され、 さらに80年代以降

は先住民族の主張を取 り入れつつ、かれ らが企画の中心

とな って展示に関与す るものが一般的にな りつつある

(齋藤2006)。

6　 あらたな多民族社会一異民族文化としての移民文化

　転 じて、あらたな内なる他者、移民(外 国人)は どの

ように展示されてきたのであろうか。かつて移民は受入

れ国の文化や制度に順応することが期待された。移民の

多 くも、それを善 とみなす風潮が強かったのも事実であ

る。 ことばや文化などコミュニティ内で維持する自由は

た とえ認められた としても、それを権利として主張する

ことは許されなかった。移民に対するもうひとつの不信

の根は、多くが本国との関係をたもっていることも挙げ

られよう。止むおえぬ事情で移住せざるをえない難民へ

の人道主義的な認識が形成 されるまで、移民は自由意志

でやってきたものとみなされ、法制度的にも土着の先住

民や地域的少数民族よりも低い地位におかれてきた。 こ

4



第21回北方民族文化シンポジウム報告

れは、 ヨーロッパでは移民政策のひとつである移民 に対

する言語政策にも如実にあらわれている2)。

　国内に在住する移民を展示対象 として とりあげた博物

館は世界的 にも非常にかぎられている。カナダ、アメリ

カ等移民国家には、移民 コミュニティごとに、例えば全

米日系人博物館(米 国)、 ペルー日系移民記念博物館(ペ

ルー)な どが存在する事例は珍 しくない。また海外移住

資料館(横 浜)の ように、移民送出国が海外へ向かった

同胞を紹介する博物館 もある。 しかし、移民の受入れ国

家が、受 け入れた移民 コミュニティを常設展示 として取

り上げたケースはほとんどないようである3)。つま り、

国家の多様性 とい う観点から、移民が展示対象 とされる

ことはなかったといえる。

　モデルとなる先行事例のなかったことは、今回の展示

にとっては、不幸である一面、逆に前例 にこだわらず 自

由におこなえる好機でもあった。技術的な面における試

み についてはすで に述べたが、も うひ とつの問題 とし

て、異文化をいか に扱 うかとい うことがあった。

　今世紀に入って、諸民族 ・諸文化を展示する博物館の

基本的理念は文化相対主義の傾向をつ よめてきたことは

さきに触れたが、国立民族学博物館もこの理念 にそって

諸民族文化の展示 をおこなってきた。一方で この文化相

対主義の理念は、多民族社会 において、差異 に対する権

利 を、マイノリティが自らの対等の権利を主張するのと

同様 に、他者にとっても自分たちと違った存在である と

認める権利の根拠 とみなす可能性へつながるものであっ

た。 これは、そのまま「一国民国家内で異なる集団が文

化の差異を保持 しつつ共存することを積極的に推 し進め

る文化多元主義cultural　 pluralismの 立場を代弁する主

張」(浜 本1996:75)に 発展していったことは、多民族

社会に生きる文化的マイノリティの存続に大きな可能性

をあたえることになった。ただし、この段階では、差異

を認め、共存す る、 とい う点で、あいまいないわゆる

「多文化共生」概念 と大差はない。

　 しばしば混同される多文化主義は、むしろ一歩進んで

外国人の社会統合政策理念であ り、移民やマイノリテ ィ

の差異の存在や維持をみ とめるだけではな く、その よう

な多様性 の存在を肯定的に評価 し、「必要に応 じ政府が

援助を行い、異文化間相互理解 と交流を通 じて国民全体

の共存 ・共生をはか り、国民文化の発展を企画する文化

政策」(関 根　 2005:13)と 定義されている。特展では、

基本的にこの立場をとってはいたが、問題は各民族、あ

るいはエスニ ック ・コミュニティの文化をいかに提示す

るか とい うことであった。

　 まず文化的差異の存在を認め、擁護しようとす る多文

化主義は、特定の文化、慣行などをその集団の構成員の

アイデンティティとして固定化する文化本質主義的な立

場 をとりがちである。本質主義的な立場 に立つ場合、

往々にして特定の文化的特徴を帰属意識 と重ね、象徴 化

す ることにな り、結果 として、物質や慣行な ど可視的

で、特色のあるものの展示にならざるを得ない。その結

果、あたかも展示される文化的事物が、その民族、ある

いはコミュニティ全員によって共有され、それが他から

区別 される標識として扱われがちである。

また、マイノリティ自身にとって、本質主義はホス ト社

会の単一文化政策に抗 し、多文化の許容を要求する一方

で、差異を誇張することで、みずか ら内部にむけて文化

の均一化を強 いることにもな り易い。 これ はコミュニ

ティ自体の画一化をまねき、他の可能性 を封 じることに

もな りかねない。

　特別展 においては、しかし、 この文化本質論 にかかわ

る論議には、あえて深入 りすることはさけた。文化本質

論のあいまいな部分をのこしたまま、いわば、プロジェ

ク トメンバー各自の解釈にまかせ ることにしたのであ

る。かれらにとって文化本質主義 は、理論的あや うさの

一方で、コミュニティのなかでは、主に自文化の擁護と

評価にかかわるさま ざまな言説のかたちで、 コミュニ

ティ運動を導き、実践している多 くの人び との原動力と

なっているかは自明なことであった。文化本質主義論議

に終始することで失われるものへ懸念 もあった。本展示

では、抽象的な脱本質論で資料の収集や貸与で展示に協

力してくれたコミュニティの人び との意欲をそ ぐことは

論外のことであったが、やっと日本 に根付きはじめた多

文化主義に、本来その主張のために実施 しようとした特

別展で論議をはさむことは、おおきな矛盾であると判断

したからである。

〈特別 展 「多み んぞ くニ ホン」の ポス ター 〉
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庄司　新たな多民族社会展示のこころみ

7　 これからの展示　まとめにかえて

　グローバル化のなかで、定住を目的とする移民をはじ

め人びとの短期、中期 の移住はあた りまえになった。国

民国家が理念 としてきた国家、民族、言語がイコールで

結ばれる時代は、現実においても理想としてもすでにあ

りえない。 日本 もこの流れの中にあるのは明らかで あ

る。確かに国民国家は、国家 として機能するために、言

語や文化、価値観など一定の均一性の確保を目指 してき

た。 しか し、現在の世界のながれは国家を強化 し、あい

まいな、 しかし国家にとっては便利な概念である国民に

主眼をお く立場から、実在する多様な住民 によって構成

される社会の公共性 を優先する方向にむかいつつある。

エイ ミー ・ガ ッ トマ ン編 『マルチカルチ ュラリズム』

(ガッ トマン1996)に おいて論争が繰 りひろげられたよ

うに、多文化主義 は確かに公共性 とマイノリテ ィの差異

への権利 いずれかを優先 させるべ きか とい う、深刻な

テーゼを含んでいることは事実である。とはいえ、この

ような多文化主義の内包する問題を認めた上でも、社会

が多民族化す ることがもはや回避 しえぬ潮流 にある現

在、土着民族、移民 を含めた社会 の多様性 の実態 を示

し、それ らの共存の道を模索する使命が民族学博物館に

は要求されるであろ う。 この観点から、今回の特別展は

その第一歩として位置づけられるのではないであろうか。
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〈注>

1)し かし、筆者のこのような意図に対する批判もある。

タイ ・エイカは、理由の如何にかかわ らず、特別展から

アイヌ、沖縄を除外 したことで日本内部の多様性が無視

されたことにな り、結果 として来館者は 「「多文化」な

のは 「外国人」なのだと 「日本人」の単一性を確認し」

たのではないか と指摘する(タ イ　 2006)

2)母 語教育は言語的人権(言 語権)の ひ とつとして、

近年 ヨーロッパでは重視され始めている。地域的少数民

族や先住民族への母語教育 は法制度的 に進みつつある

が、 ヨーロッパ全体としてみた場合、移民の母語教育に

対 しては依然 として法的な面か らの正 当化が十分おこな

われていない(庄 司 ・原　 2005:23)。

3)か な らず しも少数民族 とい う観点ではないが、大阪

の人権博物館(リ バティ大阪)は 、歴史的に抑圧されて

きたマイノリティとして、アイヌ、在 日コリアン、被差

別部落民に焦点をあわせた常設展示をおこなっている。

最近では在 日外国人コ ミュニテ ィや団体のなかに、その

歴史や活動 についての情報や資料、写真を収集、展示し

ようとす る活動が活発化している。神戸の華僑歴史資料

館、東京都新宿区の高麗博物館、そ して2005年 開館した

在 日コリアン歴史資料館がある。また在日ブラジル人の

あいだでも 「移民記念館」が群馬県の大泉町 と愛知県の

小牧市 に開設 されている。
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